
自動車リコール制度に メス を入れる  

 
              全国消団連２０１０年度ＰＬオンブズ会議報告会 

 
自動車リコール制度については、トヨタの米国における事例などから、消費者の関心が高まって

います。日本における自動車リコール制度は米国などと大きな違いがあります。今回は自動車メー

カーの現場におられた OB からも課題を提起してもらい、日本のリコール制度の問題点を検討しま

す。 
日 時： 2010 年 7月１日（木）14:00～17:00 

会場：主婦会館 プラザエフ ７階カトレア 

（JR 四ツ谷駅 麹町口徒歩１分） 

 

申し込み：事前にご所属先、お名前、連絡先を書いて下記へお申し込みください 

定 員：120 名 

申し込み締め切り：平成 2２年６月 2１日（月）  

参加費：一般・消費者団体関係者 500 円、企業関係者 2000 円（会場受付で申受けます）     

 
▼▲ プログラム（予定） ▼▲    （13:30  受付開始） 

①日本の自動車リコール制度について     国土交通省自動車交通局技術安全部審査課 

リコール対策室 
②製造現場から見たリコール制度          自動車メーカーOB  西園寺剛行氏 

③（仮）自動車事故事例から見た問題点       自動車メーカーOB  山際登志夫氏 

④（仮）欧州・豪州のリコール制度       帝塚山大学法学部 タン・ミッシェル教授 

④アメリカの自動車リコール制度           PL オンブズ会議    宮本一子 

⑤意見交換会      コーディネーター：中村雅人弁護士 

    ・日本の自動車リコール裁判からの問題提起 

・日本とアメリカのリコール制度の違いから見えてくるもの 

・ 消費者アンケート結果から言えること（PL オンブズ会議のアンケート結果） 

・ その他 

⑥日本の自動車リコール制度への提言        全国消団連ＰＬオンブズ会議 
                                                      

申し込み先：全国消団連 FAX 03-5216-6036 TEL 03-5216‐6024 担当：藤原まで 

 
お名前                     ご所属                

                     ご連絡先                

 

※ 会場及び準備の都合上、事前のお申し込みをお願いいたします。本目的以外には使用いたしません 

 

 
 東京都消費者月間協賛事業 


